
（別紙４）

～ 2025年　2月　3日

（対象者数） 14名 （回答者数） 13名

～ 2025年　1月　28日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

～ 2025年　2月　3日

（対象数） 14 （回答数） 13

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・事前に関係機関と課題の共通認識を持ち、直接的な支援の

充実や、訪問時の情報の共有にて、助言を的確に伝えられる

ように努める。

2

・しっかりと話し合いを行う。

3

・下記にも記載しているが、小学校との情報の共有の時間を

今後しっかりと取れるように修正し、そこを踏まえた報告を

行えるように取り組む。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・お話の時間が訪問時に難しかった場合は、放課後に改めた

り、別日に話し合いの時間を設けたり等、臨機応変な対応を

行う。

2

・緊急時の対応に関しても確認を行う。

3

・ペアレントトレーニングなどの家族支援プログラムの実

施。

・研修の案内に関しては必要性のある児童だけでなく、全保

護者へ案内を実施する形で情報の共有に努める。

・必要な児童に関しては専門職（PT）が同行し、情報の共有

や、課題の共有、助言等を実施できる。

・必要な児童に関しては専門職（PT）が同行し、情報の共有

や、課題の共有、助言等を実施できる。

・訪問の前に、スタッフ同士で情報の共有を図り、事業所とし

て、関係機関と情報の共有を行いたいものを確認を行う。

・情報の共有等行いやすい環境であるので、都度、スタッフ間

で確認を取り合っている。

・利用していただいた保護者からは学校の様子なども知れ、満

足していただけている。

・保護者との面談等をしっかりと行い保育所等訪問に取り組

む。

・報告の際にも細かい点も確認しながら行えるように配慮して

いる。

・家族に対してのペアレントトレーニングなどの実施ができて

いない。

・他から案内されたものなどでの研修の案内などは保護者の方

へも必要性のあるお子さんに関しての案内は行ってきたが、事

業所で保護者の方参加型の研修などは行えておらず。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・学校（小学校・中学校）との保育所等訪問支援の終了後の情

報共有等を話す時間をゆっくりと取れていなかった。

・学校に保育所等訪問で伺った際に、話し合いの時間が授業と

授業の合間などで実施していたので時間をじっくりと取れな

かった先生もいらしゃった。

事業所では、緊急時の対応について訪問先施設と連携し、実践

できるようになっていなかった。

・緊急時の対応を訪問先との確認までは行えていなかった。

2025年　1月　14日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　2月　6日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2025年　1月　14日

○事業所名 株式会社ヒューマンリンク　キッズアドベンチャー【保育所等訪問支援】

○保護者評価実施期間 2025年　1月　14日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


